
順位 減 　少   数  （人）　 順位 減 　少　 率　 （％）

1 静岡市 4,764 1 川根本町 3.74 

2 浜松市 3,931 2 松崎町 2.91 

3 沼津市 1,866 3 西伊豆町 2.51 

4 富士市 1,392 4 熱海市 2.20 

5 富士宮市 1,106 5 河津町 1.99 

増   加 　数  （人）　 増　 加 　率 　（％）

増加した市町なし 増加した市町なし

令和４年２月７日

静岡県知事直轄組織デジタル戦略局統計調査課

令和３年静岡県推計人口年報集計結果

～県内すべての市町で人口減少～

１ 要旨
令和２年国勢調査（10月１日実施）を基に、令和２年10月１日から翌年９月30日まで

の１年間における人口の動態及び令和３年10月１日現在の市区町別の年齢別推計人口
を公表する。

２ 結果の概要
（１）人口の動態

令和３年10月１日現在の本県の推計人口は360万6,480人となり、前年同月（363
万3,202人）と比べ２万6,722人減少した。
減少数は前年同期の減少数２万254人より6,468人増加している。

ア 自然動態
出生児数が２万2,282人、死亡者数が４万3,180人で、２万898人の減少となっ

ており、減少幅は拡大傾向にある。
イ 社会動態

転入者数が13万5,286人、転出者数が14万1,110人で、5,824人の減少となり、
２年連続で転出超過となった。

ウ 外国人
８万5,445人で、前年と比較して601人の減少となった。

表１ 自然動態と社会動態の推移（前年10月１日～当年９月30日） （単位:人）

（２）市町別人口
市町別人口で最も多いのが浜松市の78万6,787人で、次いで静岡市の68万8,625

人と続き、この両市で県人口の40.9％を占めている。
前年に比べ人口が増加した市町はなく、人口が減少した35市町のうちで、減少

数は静岡市の4,764人が最も多く、減少率では川根本町の3.74％が最も高くなっ
た。

表２ 人口増減が大きい市町（上位５市町）

出生児数 増減数 死亡者数 増減数 転入者数 増減数 転出者数 増減数

平成27年 29,254 -478 39,588 895 -10,334 145,379 -405 151,834 -3,239 -6,455 -16,789

平成28年 28,678 -576 39,194 -394 -10,516 146,994 1,615 149,838 -1,996 -2,844 -13,360

平成29年 27,097 -1,581 40,753 1,559 -13,656 148,336 1,342 148,224 -1,614 112 -13,544

平成30年 26,125 -972 42,076 1,323 -15,951 150,083 1,747 151,046 2,822 -963 -16,914

令和元年 24,841 -1,284 42,617 541 -17,776 154,042 3,959 153,527 2,481 515 -17,261

令和２年 23,709 -1,132 42,031 -586 -18,322 142,769 -11,273 144,701 -8,826 -1,932 -20,254

令和３年 22,282 -1,427 43,180 1,149 -20,898 135,286 -7,483 141,110 -3,591 -5,824 -26,722

自　 然　 動　 態 社 　会　 動　 態

出　　生 死　　亡 転　　入 転　　出年 増 減 計
自然増減 社会増減



（単位：％）

順位

1 長泉町 15.71 長泉町 61.67 西伊豆町 52.64 

2 袋井市 14.47 吉田町 61.05 川根本町 50.47 

3 菊川市 13.91 清水町 60.96 松崎町 49.99 

4 掛川市 13.57 御殿場市 60.90 南伊豆町 49.92 

5 裾野市 13.14 袋井市 60.48 熱海市 49.06 

（単位：％）

順位

1 熱海市 5.75 西伊豆町 41.57 長泉町 22.62 

2 西伊豆町 5.80 南伊豆町 42.02 袋井市 25.04 

3 東伊豆町 6.34 松崎町 42.84 御殿場市 26.27 

4 川根本町 6.46 川根本町 43.07 清水町 26.51 

5 松崎町 7.17 熱海市 45.19 吉田町 26.52 

（１）　上 位 ５ 市 町

年　少　人　口 生 産 年 齢 人 口 老　年　人　口

（２）　下 位 ５ 市 町

年　少　人　口 生 産 年 齢 人 口 老　年　人　口

年少人口 生産年齢人口

（0～14歳） （15～64歳） （65歳以上） （うち、75歳以上）

人口（人） 438,723 2,071,258 1,084,282 561,807 

割合（％） 12.21 57.63 30.17 15.63 

人口（人） 428,105 2,048,982 1,090,454 563,325 

割合（％） 12.00 57.43 30.57 15.79 

-10,618 -22,276 6,172 1,518 

-2.42 -1.08 0.57 0.27 

※年齢３区分別人口には年齢不詳の者は含まない。

老年人口

増　減　数 （人）

増　減　率 （％）

区分

令
和
２
年
令
和
３
年

順位 順位 順位 順位

1 伊東市 261 1 伊東市 0.40 1 御殿場市 707 1 川根本町 1.31

2 藤枝市 143 2 東伊豆町 0.37 2 裾野市 649 2 裾野市 1.27

3 東伊豆町 43 3 清水町 0.12 3 静岡市 628 3 御前崎市 1.21

4 袋井市 39 4 藤枝市 0.10 4 浜松市 424 4 御殿場市 0.82

5 函南町 37 5 函南町 0.10 5 御前崎市 377 5 松崎町 0.81

5 清水町 37

増   加 　数  （人）　 増　 加 　率　 （％） 減 　少   数  （人）　 減 　少　 率　 （％）

（３）年齢３区分別人口

年少人口割合（15歳未満）は

12.00％で、前年と比べ0.21ポ

イント低下した（過去最低）。

生産年齢人口（15歳以上65

歳未満）は57.43％で、前年と

比べ0.20ポイント低下した。

老年人口割合（65歳以上）は

30.57％で、前年と比べ0.40ポ

イント上昇した（過去最高）。

（４）市町別年齢３区分別人口

市町別に年齢３区分の

構成割合をみると、年少

人口割合が最も高いの

は長泉町の 15.71％、最

も低いのは熱海市の

5.75％である。

生産年齢人口割合が最

も高いのは長泉町の

61.67％、最も低いのは

西伊豆町の 41.57％であ

る。

老年人口割合が最も高

い の は 西 伊 豆 町 の

52.64％、最も低いのは

長泉町の22.62％である。

推計人口年報についてのお問い合わせは、統計調査課人口就業班まで
ＴＥＬ　　０５４－２２１－２９９５ （直通）

統計センターしずおか　https://toukei.pref.shizuoka.jp/

表４ 年齢３区分別人口及び割合

表５ 市町別年齢構成割合

表３ 社会増減が大きい市町（上位５市町）


